
実施日　平成28年12月 3日

会場　潟上市役所４階大会議室

アンケート回収数43枚／資料配布数51部＝回収率84.3％
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２．本日の研修会はいかがでしたか。
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３．本日の研修会について、感想をご自由にお書きください。

　

良くなかった

・耐震について具体的な器具を紹介してほしい。

・非常にわかり易く大変参考になった。

・液状化対策等々に関する件がない、津波ハザードマップに明記する様、又具体的な人的な対策がない。

・避難道路の確認の必要性を感じました。
・寝室の安全性を今一度見渡してみる。
・自主防災組織の活動の必要性の加入

・秋大のテーマが前回と同じであった。
・学生の研究が参考になった。

秋田大学ＣＯＣ事業ミニフォーラム2016 in 潟上／潟上市 市民防災研修会

「広い低平地における津波対策」に関する講演会
アンケート集計結果
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・過去を知ることにより、今後の対策を準備できる。

・大変わかりやすかった。
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２．本日の研修会はいかがでしたか

1 



４．地域の防災・減災について、秋田県、潟上市、秋田大学（COC事業も含め）に期待することはありますか。

　

・広く皆さんに伝えたいけど、自分が聞く分はいいのですがこれが全体に広める「知」を広めるには大変な労
　力ではないでしょうか。町内会で伝えるにもあまり集まってきません。何をするにも集まりが悪く苦労してま
　す。少しずつでも何回も実行しなければならないとかと思います。

・防災認識の上で良い機会だった。

・自主防災組織の取組方等について参考になりました。
・津波予報などもう少し具体的に話してほしかった。

・非常に参考になった。

・地域にて防災意識、関心を高めるための話題を提案していくことも必要。

・むずかしい。

・参考になりました。

・大雨が降り出たときに河川情報がほしい。

・意識づけとして、防災組織の必要性を感じた。

・このような会合に参加する人は高齢者だけのように思います。感じたのは参加者の大半はいざという時
　助けられる立場の人！！誰かを助ける人はどれくらいいるかギモン！！もっと若い人たちにも広く講義を
　きいてもらえる場所　があればよいのではないでしょうか？私は大変参考になりました。

・大学生の皆さんががんばっておられることは大変良いことで。子供達にしっかりと勉強というか伝えてもら
　いたい。

・はじめての参加で参考になりました。今後も大いに防災に関心を持っていきたい。

・地域に本日の講演を説明したいと思います。

・地震、津波から身を守るには常日頃より考えておくことが必要ということであると思われる（避難場所等）

・繰り返し講義を受けて防災組織を作っておりますが、これから肉付けをし、訓練を繰り返してよりよい活動
　をしていきたいと思いました。

・今後の防災（自主組織）活動の勉強になった。

・（第1部）講師の説明が分かりやすく良かった。又、学生の説明も自分たちと同じ目線で説明してもらい、
　参考になった。約１時間も短く感じた。天王地区の防災（準備）マップをもう少し詳しく説明して欲しかった。

・自主防災組織の必要性を感じた。会合を開くにも参加者が少なくなかなか進まない。

・年に数回開催してもらえればと思います。

・防災器具等の積極的な活用等町内で計画的に開催していただけたら。

・非常食も各自治体で少量でも保管できれば安心ですが出来ますでしょうか？

・自主防災組織活動の傘下の呼びかけを進めてもらいたい。

・潟上市には具体的な「避難タワー」等々の計画が必要と思う。又具体的な「避難道路」等の名称が必要と
　思うが。自主的な活動費は考えるべきだと思うか？

・とにかく早目早目の予防のお知らせ必要。
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・我々の地域（湖岸地区）を調査してほしいと思います。

・飯田川の地区ですが、火災が発生した時放水が遅くなった原因は迅速な水の管理が充分であったかどう
　か検証してください。
・水害は川の整備が十分かどうか、川に備わっている水門とかの機器の作動が悪くないか見廻りも必要かと
　思います。

・各自治会の自主防災組織の要望、意見による防災計画を希望する。

・明日かいつかはわかりませんが、やはり若い人、若い者、若い時から防災の地を教えていってもらえたら
　低地からだんだん積み上げていくことではないでしょうか。保育所・幼稚園・小・中・高でやってほしいです。
　婦人会、老人会の人達もかなり何回と講習会をやっているようです。

・自分の町内会でもすぐに作りたいと思う。

・自主防災組織についてもっと具体的に説明してほしかった。現在私達の町内会は未組織です。

・大津波発生時、天王地区は海抜が非常に低い地域ばかりである。大きな建物（学校、市役所等）から遠い
　地区の住民は時間的に間に合うのか大いに不安。また、住民全員が逃げ込んだ時に全員収容できるかが
　（収容能力）心配である。
・現在の潟上市のハザードマップには大津波発生時、海抜の低い所に有ることぶき荘や児童館が避難先
　となっている（江川地域）。大変理解出来ない。

・私自身防災意識が低い、もう少し過去に有った秋田県内とか県内の海の震災をテレビ等で映像を流したら
　どうでしょうか。

・県民防災の日5月26日開催の避難訓練をどうして土曜日日曜日に開催しないのか。地域に子供達がいる
　時対応をどう考えているのか？

・毎年１回講演会非常に参考になりました。尚秋田大学さんからは最近のデーターを基にした研究成果をど
　んどん発表してもらいたい。

・秋田県及び秋田大学も自主防災組織の育成などに協力して計画作成などに助力するとの事だが、潟上市
　で整理して自主防災組織を指導して欲しい。（混乱しないように）
・自主防災組織（天王地区）は200世帯を目安として組織しているが、町内数が多いと津波等に対する危機
　感が違い、計画や実施案に対する意欲に差があり混乱する。今後は再組織、再計画等は出来るのか。
・潟上市全地域に自主防災組織を作って欲しい。
・自主防災組織に年間1～2万円の助成をして年間の活動報告をしてもらうことも考えて欲しい。（検討した
　い）

・町内単位で防災計画を考える時、総会時などに出前講座などを開いてもらえればありがたい。

・地域の無関心者を減らしたいのですが・・・

・防災マップの作成も必要だが、老人社会での近くの避難場所が大事とも考える。（時間が足りない感じ）
・いつも天王地区が例にとられるが、とすれば最大津波11ｍは昭和・飯田川地区はどうなるのか。
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